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要
　
旨

　

川
端
康
成
『
花
日
記
』
は
、
こ
れ
ま
で
活
発
に
研
究
さ
れ
て
き
た

作
品
と
は
言
い
難
い
。「
代
筆
問
題
」
で
は
、『
花
日
記
』
の
作
者
が

誰
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、「
少
女
小
説
」

に
描
か
れ
る
「
エ
ス
」
に
つ
い
て
の
考
察
や
、
雑
誌
『
少
女
の
友
』

に
登
場
す
る
少
女
像
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
『
花
日
記
』
は
部
分
的

に
し
か
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
花
日
記
』
の
内
容
や

登
場
人
物
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
と
言
え
る
。

　

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
近
代
の
高
等
女
学
校
が
目
指
し
た
「
良
妻

賢
母
」
像
を
辿
り
な
が
ら
、『
花
日
記
』
の
中
心
人
物
「
な
ほ
み
」

に
つ
い
て
そ
の
少
女
像
を
探
っ
て
い
く
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
女
子
教
育
、
良
妻
賢
母
、「
な
ほ
み
」、
自
由
、
対
等

一
　
は
じ
め
に

　

川
端
康
成
の
『
花
日
記
』
は
、
雑
誌
『
少
女
の
友
』
に
昭
和
十
三

年
四
月
号
（
第
三
十
一
巻
第
四
号
）
か
ら
昭
和
十
四
年
三
月
号
（
第

三
十
二
巻
第
三
号
）
ま
で
の
十
二
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
挿

絵
は
、
当
時
雑
誌
『
少
女
の
友
』
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
中
原
淳

一
が
施
し
て
い
る（

１
）。

　

物
語
は
、「
な
ほ
み
」
と
い
う
官
立
女
学
校
に
通
う
少
女
が
中
心

と
な
っ
て
展
開
す
る
。
幼
い
時
に
母
親
を
亡
く
し
た
「
な
ほ
み
」
は
、

姉
「
英
子
」
を
母
親
代
わ
り
に
し
て
育
つ
。「
英
子
」
が
結
婚
を
機

に
家
を
出
て
い
く
こ
と
と
な
り
、「
な
ほ
み
」
は
大
き
な
喪
失
感
を

川
端
康
成
『
花
日
記
』
論
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覚
え
る
。

　
「
英
子
」
が
か
つ
て
女
学
校
時
代
に
つ
け
て
い
た
日
記
を
本
人
か

ら
譲
り
受
け
た
「
な
ほ
み
」
は
、
そ
の
日
記
に
「
信
子
姉
さ
ま
」
が

頻
繁
に
登
場
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。「
信
子
姉
さ
ま
」
は
、「
英
子
」

と
同
じ
「
ミ
ツ
シ
ヨ
ン
・
ス
ク
ウ
ル
」
に
通
う
先
輩
で
あ
り
、「
英
子
」

に
と
っ
て
「
信
子
姉
さ
ま
」
は
母
親
の
い
な
い
悲
し
み
を
埋
め
る
存

在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
日
「
な
ほ
み
」
は
、
同
級
生
同
士
の
会
話

か
ら
「
嘘
の
お
姉
さ
ま
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、「
嘘
の
妹
」
を
作

る
こ
と
を
思
い
つ
く
。

　

女
学
校
の
恒
例
行
事
で
あ
る
一
泊
二
日
の
日
光
へ
の
修
学
旅
行
を

辞
退
し
た
「
な
ほ
み
」
は
、
学
校
で
留
守
番
を
し
て
い
る
際
に
一
学

年
下
の
「
綾
子
」
と
出
会
う
。「
綾
子
」
が
足
の
不
自
由
な
少
女
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
後
ろ
姿
に
淋
し
さ
を
感
じ
取
っ
た
「
な
ほ

み
」
は
、「
綾
子
」
を
安
心
さ
せ
た
い
と
い
う
「
お
姉
さ
ま
」
じ
み

た
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。「
な
ほ
み
」
は
、
そ
の
思
い
を
手
紙

で
「
綾
子
」
に
打
ち
明
け
、
二
人
は
晴
れ
て
友
達
に
な
る
。
二
人
に

は
嫌
が
ら
せ
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
試
練
が
降
り
か
か
る
が
、
そ

の
試
練
を
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
、「
な
ほ
み
」
と
「
綾
子
」
は
友
情

を
深
め
て
い
く
。

　

そ
の
一
方
で
、
実
の
姉
で
あ
る
「
英
子
」
は
風
邪
を
引
き
、
床
に

伏
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
病
状
は
少
し
ず
つ
悪
化
し
、
つ
い
に

「
英
子
」
は
親
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
息
を
引
き
取
っ
た
。「
そ
の
後

の
始
末
」が
一
通
り
終
わ
っ
た
後
、「
な
ほ
み
」は
学
校
の
校
庭
で「
綾

子
」
と
共
に
「
英
子
」
を
追
慕
す
る
。

二
　
先
行
研
究

　
『
花
日
記
』
の
先
行
研
究
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ

目
が
「
代
筆
問
題
」、
二
つ
目
が
「〔
エ
ス
〕
の
世
界
」
に
つ
い
て
、

三
つ
目
が
「『
少
女
の
友
』
の
少
女
像
」
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、雑
誌
『
少
女
の
友
』
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、『
花
日
記
』

の
み
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、『
花
日
記
』
を
分

析
す
る
上
で
は
貴
重
な
研
究
で
あ
る
と
考
え
る
。
順
に
そ
の
内
容
を

見
て
い
く
。

　

は
じ
め
に
、『
花
日
記
』
の
「
代
筆
問
題
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
川

端
康
成
全
集　

補
巻
二
』
を
見
る
と
、
中
里
恒
子
か
ら
川
端
康
成
へ

向
け
て
次
の
内
容
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

け
ふ
少
女
之

（
マ
マ
）友
買
ひ
、
花
日
記
に
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
自

分
で
も
書
い
て
ゐ
て
た
の
し
み
で
す　

勿
論
虚
構
の
人
物
で
す

け
れ
ど
そ
の
人
物
に
私
の
思
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
み
ん
な
さ
せ
て

ゐ
る
せ
い

（
マ
マ
）か
も
し
れ
ま
せ
ん（
２
）　

　

中
里
恒
子
は
こ
の
手
紙
で
、
川
端
康
成
に
『
花
日
記
』
の
執
筆
に
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取
り
掛
か
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
九
月
二
十
五
日
に

は
川
端
康
成
か
ら
中
里
恒
子
に
あ
て
て
「
原
稿
拝
受
。」
と
書
か
れ

た
手
紙
が
送
ら
れ
て
い
る（

３
）。

　

孫
昊
・
金
明
哲
は
『
花
日
記
』
の
代
筆
疑
惑
に
つ
い
て
「
文
章
か

ら
抽
出
し
た
文
字
・
記
号
のbigram

，
形
態
素
タ
グ
のbigram

，

文
節
パ
タ
ー
ン
」
か
ら
そ
の
特
徴
を
割
り
出
し
、
本
作
品
の
代
筆
疑

惑
の
解
明
に
着
手
し
て
い
る（

４
）。
分
析
結
果
は
、「
各
文
体
特
徴
量
の

判
別
結
果
か
ら
，
文
字
・
記
号
のbi-gram

で
は
川
端
康
成
に
近
い

文
体
，
形
態
素
タ
グ
のbi-gram
で
は
中
里
恒
子
に
近
い
文
体
，
文

節
パ
タ
ー
ン
で
は
川
端
康
成
と
中
里
恒
子
の
ど
ち
ら
の
特
徴
も
同
程

度
を
有
す
る
文
体
」
と
な
り
、「『
花
日
記
』
は
川
端
康
成
と
中
里
恒

子
の
共
同
執
筆
」
と
い
う
の
が
孫
・
金
両
氏
が
導
き
出
し
た
結
論
で

あ
る（

５
）。

　

次
に
、「〔
エ
ス
〕
の
世
界
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
森
郁
之
助
は
、

川
端
康
成
の
「
少
女
小
説
」
の
「〔
エ
ス
〕
の
世
界
」
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
。「
エ
ス
」
に
つ
い
て
大
森
は
、「
シ
ス
タ
ー
の
頭
文
字
」

で
あ
り
、「
実
際
の
旧
制
女
学
校
生
徒
間
の
同
性
愛
め
い
た
交
際
」

と
説
明
し
て
い
る（

６
）。
大
森
の
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、エ
ス
小
説
の
長
編
と
い
う
の
は
そ
う
多
く
な
く
て
、

短
編
で
は
同
一
人
物
の
二、

態、

は
盛
り
込
み
易
く
は
な
い
か
ら
、

自
ず
と
実
例
は
少
な
く
な
る
が
、「
花
日
記
」
で
は
、
か、

な、

り、

に、〔
お
姉
さ
ま
〕的、

で、

も、

あ、

っ、

た、

実
姉
が
嫁
い
で
行
っ
て
し
ま
っ

た
淋
し
さ
か
ら
、
残
さ
れ
た
妹
は
学
校
で
下
級
生
の
〔
妹
〕
を

求
め
る
。

　

上
方
に
生
じ
た
空
白
を
下
方
で
埋
め
よ
う
と
い
う
の
は
あ
ま

り
判
り
易
く
な
い
が
、
じ
つ
は
こ
の
実
姉
も
、
早
く
母
を
失
っ

た
た
め
「
幼
い
頃
か
ら
、（
妹
に
対
し
て
、
母
の
代
わ
り
の
）

姉
の
心
を
持
っ
て
育
っ
て
き
た
」「
お
姉
さ
ま
に
甘
え
る
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
〈
上
方
空
白
〉
感
の
自
覚
が
あ
り
、

女
学
校
入
学
早
々
に
現
れ
た
上
級
生
に
急
速
に
心
を
寄
せ
て

行
っ
た
過
去
を
持
つ
。
つ
ま
り
実
姉
は
、
女
学
校
低
学
年
に
お

い
て
学
校
で
は
〔
妹
〕、
家
庭
で
は
姉
か、

つ、

〔
姉
〕
と
い
う
、

同
時
二
役
の
時
期
を
持
っ
た
わ
け
だ
が
、前
述
そ
の
妹
の
〔
妹
〕

捜
し
に
は
、
実
姉
の
古
い
日
記
に
よ
っ
て
〈「
嘘
の
」
姉
・
妹
〉

と
い
う
も
の
に
目
を
開
か
さ
れ
た
こ
と
も
作
用
し
て
い 

た（
７
）。　

　

こ
こ
で
大
森
は
、
姉
「
英
子
」
が
女
学
校
時
代
に
上
級
生
を
通
し

て
「〈
上
方
空
白
〉」
を
埋
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、

妹
「
な
ほ
み
」
に
つ
い
て
は
、「
実
姉
の
古
い
日
記
に
よ
っ
て
〈「
嘘

の
」
姉
・
妹
〉
と
い
う
も
の
に
目
を
開
か
さ
れ
た
」
と
い
う
言
及
に

留
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
森
は
同
論
文
の
中
で
、「
エ
ス
」
を
描
く
作
品
に
つ
い
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て
「
時
間
的
決
着
は
や
や
侘
び
し
」
く
、
女
学
校
の
「
卒
業
（
多
く

は
、
一
方
の
）
と
い
う
セ
ミ
コ
ロ
ン
が
、
お
お
む
ね
、
ピ
リ
オ
ド
」

と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、『
花
日
記
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
「
花
日
記
」
で
は
、〔
妹
〕
を
得
た
ば
か
り
の
女
学
校

二
年
の
女
主
人
公
で
さ
え
、「
嘘
の
」
と
い
う
冠
称
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
「
女
学
校
の
『
姉
妹
ご
っ
こ
』」
は
お
嫁
入
り
す

る
頃
に
は
「
卒
業
」
し
て
い
る
も
の
、
と
い
う
、
醒
め
た
認
識

を
持
っ
て
い
る
し
、
げ
ん
に
実
姉
も
、
そ
の
こ
と
を
綴
っ
た
日

記
は
保
存
し
て
い
た
も
の
の
、
か
つ
て
の
〔
お
姉
さ
ま
〕
の
そ

の
後
の
消
息
は
全
く
知
ら
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る（

８
）。　

　

こ
こ
か
ら
、『
花
日
記
』
に
登
場
す
る
「
英
子
」
や
「
な
ほ
み
」
が

「
醒
め
た
認
識
を
持
っ
て
」「
嘘
の
」「『
姉
妹
ご
っ
こ
』」
を
し
て
い

る
と
い
う
大
森
の
主
張
が
読
み
取
れ
る
。

　

最
後
に
、「『
少
女
の
友
』
の
少
女
像
」
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

今
田
絵
里
香
は
雑
誌
『
少
女
の
友
』
に
登
場
す
る
「
少
女
像
」
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、『
花
日
記
』
の
連
載
時
期
と
重

な
る
「
昭
和
初
期
・
昭
和
２
～
14
年
（
１
９
２
７
～
１
９
３
９
年
）」

に
つ
い
て
は
、「
自
由
と
自
己
実
現
を
謳
歌
す
る
少
女
」
と
題
し 

た（
９
）。
そ
の
上
で
、「「
自
主
性
」
と
「
個
人
主
義
」
を
志
向
す
る
「
自

己
実
現
タ
イ
プ
」
の
出
現
頻
度
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
」
こ

と
を
指
摘
す
る（

（1
（

。
こ
こ
で
い
う
「
自
主
性
」
に
つ
い
て
今
田
は
、「
知

識
や
能
力
を
い
か
し
，
自
分
の
行
動
を
決
定
す
る
」、「
あ
る
い
は
実

際
に
決
定
し
て
い
な
く
て
も
そ
の
よ
う
な
志
向
を
も
つ
」こ
と
と
し
、

ま
た
「
個
人
主
義
」
を
「
家
族
や
国
家
，
地
域
社
会
よ
り
も
，
自
分

の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
」、「
自
分
の
利
益
を
追
求
し
た
り
，
自
分
の

利
益
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
」、「
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
志
向
を

も
つ
」
と
定
め
て
い
る（

（1
（

。
今
田
は
こ
の
定
義
を
も
と
に
し
て
、『
花

日
記
』
を
「
自
主
性
」
と
「
個
人
主
義
」
を
志
向
す
る
少
女
が
登
場

す
る
作
品
に
分
類
し
た（

（1
（

。
加
え
て
、
今
田
は
こ
の
よ
う
な
「
自
由
と

自
己
実
現
を
謳
歌
す
る
少
女
」
像
に
つ
い
て
、「
女
子
教
育
論
で
語

ら
れ
た
良
妻
賢
母
像
と
は
，ま
っ
た
く
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
あ
り
，

む
し
ろ
，
そ
れ
を
打
ち
破
る
よ
う
な
も
の
で
す
ら
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る（

（1
（

。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
な
か
な
か
触
れ
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
『
花
日
記
』
の
作
品
内
容
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ

て
た
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。『
花
日
記
』
の
中
心
人
物
で
あ
る
「
な

ほ
み
」
が
「
官
立
女
学
校
」
に
通
う
女
学
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
は

じ
め
に
近
代
の
高
等
女
学
校
の
教
育
に
お
け
る
「
良
妻
賢
母
」
像
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、『
花
日
記
』
が
執
筆
さ
れ
た
昭

和
十
年
代
前
半
に
焦
点
を
絞
り
な
が
ら
、
高
等
女
学
校
の
女
子
教
育

の
変
遷
を
辿
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
本
作
品
に
お
け
る
「
な
ほ
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み
」
が
ど
の
よ
う
な
少
女
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
か
を
、
当
時
の

社
会
状
況
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。

三
　「
女
子
教
育
論
で
語
ら
れ
た
良
妻
賢
母
像
」
と
は

（
一
）
国
家
が
求
め
る
「
良
妻
賢
母
」
像

　

今
田
絵
里
香
が
指
摘
す
る
「
女
子
教
育
論
で
語
ら
れ
た
良
妻
賢
母

像
」
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
初
め
に
、
一
八
九
九
（
明
治

三
十
二
）
年
に
公
布
さ
れ
た
高
等
女
学
校
令
、そ
し
て
一
九
二
〇
（
大

正
九
）
年
の
高
等
女
学
校
令
の
改
正
か
ら
、
当
時
の
高
等
女
学
校
の

教
育
が
何
を
目
指
し
て
い
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

　

一
八
九
九
年
に
公
布
さ
れ
た
高
等
女
学
校
令
に
つ
い
て
は
、
文
部

科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
学
制
百
年
史　

資
料
編
』
に
あ
る
解
説

か
ら
一
部
引
用
す
る
。
解
説
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

高
等
女
学
校
の
目
的
は
、「
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育

ヲ
為
ス
」
と
定
め
た
よ
う
に
、
中
学
校
の
高
等
普
通
教
育
と
同

様
な
概
念
で
そ
の
目
標
を
示
す
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
女
子

中
等
教
育
機
関
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
高
等
女
学
校
で
あ
っ

て
、
男
子
の
よ
う
に
実
業
教
育
の
制
度
と
高
等
普
通
教
育
の
制

度
と
を
並
立
さ
せ
る
形
と
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
高
等
女
学
校

独
自
の
方
針
を
採
用
で
き
た
。
高
等
女
学
校
令
制
定
に
つ
い
て

樺
山
文
相
は
、三
十
二
年
七
月
の
地
方
視
学
官
会
議
に
お
い
て
、

女
子
高
等
普
通
教
育
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
高
等

女
学
校
は
「
賢
母
良
妻
タ
ラ
シ
ム
ル
ノ
素
養
ヲ
為
ス
ニ
在
リ
、

故
二
優
美
高
尚
ノ
気
風
、
温
良
貞
淑
ノ
資
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ト
倶

ニ
中
人
以
上
ノ
生
活
ニ
必
須
ナ
ル
学
術
技
芸
ヲ
知
得
セ
シ
メ
ン

コ
ト
ヲ
要
ス
。」
こ
こ
で
は
、
女
子
の
高
等
普
通
教
育
が
中
流

以
上
の
社
会
の
女
子
の
教
育
で
あ
り
、
そ
の
特
質
が
い
わ
ゆ
る

の
ち
の
「
良
妻
賢
母
主
義
」
の
教
育
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
た（

（1
（

。　

　

こ
こ
か
ら
、
当
時
の
文
部
大
臣
で
あ
る
樺
山
資
紀
が
高
等
女
学
校

設
置
の
目
的
と
し
て
、「
賢
母
良
妻
」
に
な
る
た
め
の
「
素
養
」
を

女
学
生
に
身
に
着
け
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を
施
す
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、女
学
生
の「
優

美
高
尚
ノ
気
風
」、「
温
良
貞
淑
ノ
資
性
」
を
養
う
こ
と
を
説
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
高
等
女
学
校
令
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
条
文
が
一

部
改
正
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
学

制
百
年
史　

資
料
編
』
よ
り
、「
高
等
女
学
校
令
中
改
正
（
大
正
九

年
七
月
六
日
勅
令
第
百
九
十
九
号
）」
の
第
一
条
を
引
用
す
る
。

　
　

第
一
条　

高
等
女
学
校
ハ
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
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為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
特
ニ
国
民
道
徳
ノ
養
成
ニ
力

メ
婦
徳
ノ
涵
養
ニ
留
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス（

（1
（
　

　

水
野
真
知
子
は
、
こ
の
条
文
の
改
正
に
つ
い
て
一
九
二
〇
年
六
月

二
十
三
日
の
枢
密
院
会
議
に
お
い
て
「
政
府
原
案
に
「
婦
徳
」
以
下

の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　

な
ぜ
、「
婦
徳
ノ
涵
養
ニ
留
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
言
葉

が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
か
。
小
山
静
子
は
、
当
時
の
良
妻
賢
母
思
想

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
相
変
わ
ら
ず
の
、
裁
縫
に
代
表
さ

れ
る
単
な
る
家
事
能
力
や
、
従
順
さ
な
ど
の
婦
徳
を
身
に
つ
け

た
女
性
に
対
す
る
期
待
感
が
高
く
、
思
想
と
現
実
と
の
間
に
は

ズ
レ
が
存
在
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
正
期
に
入
る
と
、
第
一

次
大
戦
の
影
響
や
女
を
め
ぐ
る
状
況
の
流
動
化
の
な
か
で
、
古

来
の
女
性
観
に
対
す
る
不
満
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
そ

し
て
こ
の
時
代
の
動
き
に
対
応
し
た
新
し
い
女
性
規
範
が
求
め

ら
れ
始
め
、
良
妻
賢
母
思
想
は
再
編
さ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、

一
方
で
は
潜
在
的
能
力
を
開
発
し
、
活
動
力
や
積
極
性
を
そ
な

え
た
女
性
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
他
方
で
は
従
来

の
性
別
役
割
分
業
を
温
存
し
つ
つ
、
女
性
の
「
男
性
化
」
を
避

け
る
、
と
い
う
課
題
が
追
及
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

小
山
の
指
摘
か
ら
、
女
性
の
「
婦
徳
」
が
「
従
順
さ
な
ど
」
に
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
当
時
の
良
妻
賢
母
思
想
が
一
方
で
は
「
活
動
力
や

積
極
性
を
そ
な
え
た
女
性
」
の
育
成
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
他
方
で

は
「
従
来
の
性
別
役
割
分
業
を
温
存
し
つ
つ
、
女
性
の
「
男
性
化
」

を
避
け
る
」
と
い
う
矛
盾
し
た
二
つ
の
考
え
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
正
九
年
に
公
布
さ
れ
た
高
等
女
学
校
令
中

改
正
に
あ
る
「
婦
徳
ノ
涵
養
ニ
留
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
文

言
が
、「
従
来
の
性
別
役
割
分
業
を
温
存
し
つ
つ
、女
性
の
「
男
性
化
」

を
避
け
る
」
と
い
う
意
味
を
補
う
た
め
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

以
上
の
内
容
か
ら
、
高
等
女
学
校
は
「
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普

通
教
育
ヲ
為
ス
」
と
い
う
目
的
の
も
と
、「
優
美
高
尚
ノ
気
風
」、「
温

良
貞
淑
ノ
資
性
」
に
加
え
、「
従
順
さ
な
ど
の
婦
徳
」
を
養
っ
た
「
良

妻
賢
母
」
と
な
る
た
め
の
教
育
を
施
す
機
関
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
や
方
針
は
あ
く
ま
で
高

等
女
学
校
令
を
公
布
し
た
政
府
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
言

え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
定
義
や
方
針
に
は
、
実
際
に
教
育
を
受
け

る
女
学
生
や
教
育
現
場
で
働
く
教
師
た
ち
の
考
え
以
上
に
、
国
家
と

し
て
の
目
的
や
国
家
が
理
想
と
す
る
女
性
像
が
先
行
し
て
い
る
の

だ
。
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（
二
）
女
子
教
育
改
革
運
動
の
隆
盛
と
退
潮

　

で
は
、
実
際
の
教
育
現
場
は
高
等
女
学
校
に
お
け
る
女
子
教
育
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
目
的
や
方
針
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
高
等
女
学

校
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
設
立
さ
れ
た

全
国
高
等
女
学
校
長
協
会
（
以
下
、
同
協
会
）
を
中
心
に
検
討
が
な

さ
れ
、
文
部
省
が
主
催
す
る
会
議
を
通
し
て
改
善
が
図
ら
れ
て
い
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
同
協
会
は
、
実
際
の
教
育
現
場
に
お
け
る
問
題
の

改
善
を
図
り
、
高
等
女
学
校
の
教
育
を
学
力
重
視
の
方
向
へ
と
導
い

て
い
っ
た
。
こ
の
運
動
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
た
の
が
、
当
時
協
会

の
理
事
長
を
務
め
て
い
た
市
川
源
三
（
東
京
府
立
第
一
高
等
女
学
校

長
）
で
あ
る
。
市
川
の
牽
引
の
も
と
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年

代
前
半
ま
で
女
子
教
育
改
革
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
く（

（1
（

。

　

し
か
し
、
水
野
真
知
子
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
以
後
の
女
子

教
育
改
革
運
動
の
動
向
を
「
近
代
日
本
女
子
教
育
史
」
の
「
第
六
」

の
時
期
に
あ
た
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

第
六
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
末
か
ら
一
九
三
五
（
昭

和
十
）
年
に
か
け
て
、
全
国
高
等
女
学
校
長
協
会
の
主
導
者
市

川
源
三
の
主
唱
「
新
良
妻
賢
母
主
義
」
が
東
京
府
議
会
に
お
い

て
論
難
の
的
と
さ
れ
、
つ
い
に
は
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ

た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
改
革
潮
流
が
急

速
に
そ
の
流
れ
を
変
え
、
後
退
し
て
い
っ
た
時
期
。
こ
の
時
期

に
、教
育
審
議
会
委
員
の
内
に
初
め
て
限
定
的
な
形
で
は
あ
れ
、

高
等
女
学
校
長
が
連
な
り
、
女
子
教
育
改
革
提
言
の
上
に
、
答

申
と
い
う
形
で
根
本
的
な
問
題
で
あ
っ
た
女
子
の
教
育
系
統
が

初
め
て
政
策
課
題
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
時
に

教
育
改
革
そ
の
も
の
が
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
へ
と
な
だ

れ
込
む
総
力
戦
体
制
の
渦
の
中
に
併
呑
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で

も
あ
る（

（1
（

。

　

水
野
は
、
著
書
の
中
で
「
近
代
日
本
女
子
教
育
史
」
を
全
部
で
七

つ
の
時
期
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
女
子
教
育
改
革
運
動
の

「
後
退
」
の
時
期
に
あ
た
る
の
が
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
末
以
降

な
の
だ
。
そ
の
象
徴
が
「『
現
代
女
性
読
本
』
事
件
」
で
あ
り
、
市

川
の
著
書
は
「
教
育
上
不
穏
当
」
と
み
な
さ
れ
、
辞
職
に
追
い
込
ま

れ
た（

（2
（

。

　

市
川
は
著
書
『
現
代
女
性
読
本
』
の
中
で
、従
来
の
「
良
妻
賢
母
」

主
義
に
つ
い
て
「
恐
ら
く
良
妻
は
良
嫁
の
義
で
あ
り
、
賢
母
は
英
雄

主
義
の
そ
れ
で
あ
っ
た
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
市
川
が
こ
こ
で
言

う
「
良
嫁
」
と
は
、
夫
よ
り
も
舅
や
姑
に
尽
く
す
女
性
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
ま
た
「
古
い
良
妻
主
義
」
に
つ
い
て
、「
妻
」
を
「
夫

の
従
者
と
」
し
、「
夫
が
凡
庸
で
あ
ら
う
と
、こ
れ
を
天
の
如
く
尊
敬
」

し
、「
子
女
を
誡
め
て
正
し
い
道
に
向
は
せ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
所
謂
英
雄
主
義
で
、
一
般
的
な
も
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の
で
は
な
く
、
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。」
と
し
た（

（2
（

。
そ
の
上
で
、
次

の
よ
う
な
「
新
良
妻
賢
母
主
義
」
を
唱
え
て
い
る
。

　

新
し
い
意
味
で
は
良
妻
と
い
へ
ば
、
夫
の
よ
い
協
力
者
と
い

ふ
意
味
で
あ
る
。
そ
の
時
夫
と
は
対
等
の
関
係
に
あ
る
。
夫
の

よ
い
こ
と
は
こ
れ
を
勧
め
、
悪
い
こ
と
は
こ
れ
を
止
め
る
だ
け

の
見
識
と
熱
意
と
を
有
つ
て
い
る
妻
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
妻

で
あ
れ
ば
、
我
が
子
の
育
児
・
教
育
が
合
理
的
に
な
し
得
ら
れ

る
し
、我
が
子
の
人
格
の
芽
生
え
を
啓
培
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

男
女
同
格
夫
婦
対
等
で
あ
つ
て
始
め
て
、
賢
母
と
良
妻
と
の
二

語
が
結
び
付
く
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
後
市
川
は
、「
良
妻
と
賢
母
と
の
務
め
、
ど
ち
ら
も
片
手
間

な
く
儘
し
得
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
」、「
良
妻
と
賢
母
と
は
依
然
と

し
て
結
び
つ
き
に
く
い
」
と
し
な
が
ら
、「
女
が
良
妻
賢
母
た
り
得

る
為
に
は
、
男
も
夫
と
し
て
妻
を
愛
す
る
と
共
に
、
親
と
し
て
子
供

を
大
切
に
思
ふ
や
う
心
掛
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
す

な
わ
ち
、
市
川
源
三
は
著
書
『
現
代
女
性
読
本
』
の
中
で
仮
に
「
良

妻
」
と
「
賢
母
」
を
結
び
つ
け
る
な
ら
ば
、「
男
女
同
格
夫
婦
対
等
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
従
来
の
「
良
妻
賢
母
」
思
想
が
も
は

や
現
代
に
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
市
川
の
主
張
に
対
し
て
、
東
京
府
会
で
激
し
い
非
難
の
声
が

あ
が
っ
た
。
東
京
府
会
は
、
現
在
の
東
京
都
議
会
の
前
身
で
あ
る
。

初
め
て
東
京
府
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
一
八
七
九
年
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
か
ら
一
九
四
三
年
に
東
京
府
が
東
京
都
へ
と
変
更
す
る
時

ま
で
、
東
京
府
会
と
い
う
名
称
で
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
水
野

真
知
子
は
、「『
昭
和
九
年　

東
京
府
会
議
事
速
記
録
』」
で
の
濱
野

清
吾
、
家
入
経
晴
議
員
ら
と
香
坂
昌
康
東
京
府
知
事
の
応
酬
を
も
と

に
し
な
が
ら
、
非
難
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

だ
が
、
濱
野
清
吾
、
家
入
経
晴
等
に
よ
る
攻
撃
は
「
英
雄
主

義
」「
良
嫁
主
義
」
と
い
う
部
分
に
向
け
ら
れ
た
。
濱
野
、
家

入
等
の
論
拠
は
、同
書
の
「
殆
ド
個
人
主
義
ヲ
以
テ
終
始
シ
テ
」

「
日
本
ノ
家
族
主
義
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
一
点
ノ
書

イ
タ
所
ハ
ナ
イ
」「
而
モ
女
性
ノ
女
ノ
向
上
発
展
ト
言
フ
コ
ト

ヲ
書
イ
テ
居
ル
」、
そ
れ
は
「
国
家
ノ
基
本
ヲ
揺
動
カ
ス
ベ
キ

記
事
」
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

す
な
わ
ち
、
市
川
が
日
本
の
家
族
主
義
を
無
視
し
、
従
来
の
「
良

妻
賢
母
」
思
想
を
非
難
し
た
上
で
、
女
性
の
向
上
や
発
展
を
説
い
て

い
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
か
ら
は
、高
等
女
学
校
の
教
育
に
お
け
る
「
良
妻
賢
母
」

像
が
国
家
の
基
本
と
な
る
「
家
族
主
義
」
や
従
来
の
「
良
妻
賢
母
」

像
か
ら
の
逸
脱
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
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ち
、
女
性
の
発
展
は
許
容
さ
れ
る
が
、
妻
と
し
て
夫
に
尽
く
し
、
そ

し
て
母
と
し
て
子
供
に
尽
く
す
こ
と
を
蔑
ろ
に
し
て
成
立
は
し
な
い

と
い
う
考
え
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
、
女
性
の
発
展
が

あ
く
ま
で
妻
や
母
と
し
て
の
役
割
の
向
上
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。

　

こ
の
議
論
の
後
の
市
川
源
三
を
は
じ
め
と
し
た
女
子
教
育
改
革
運

動
に
つ
い
て
水
野
は
、
市
川
源
三
は
「
一
九
三
五
年
六
月
、
つ
い
に

辞
職
に
追
い
込
ま
れ
る
」
が
、
同
年
九
月
に
私
立
鷗
友
学
園
高
等
女

学
校
の
校
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
全
国
高
等

女
学
校
長
協
会
の
事
務
所
も
鷗
友
学
園
に
移
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い

る（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、
市
川
源
三
が
牽
引
す
る
女
子
教
育
改
革
運
動
は
、

拠
点
を
変
え
て
活
動
を
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
等

女
学
校
の
女
子
教
育
は
彼
ら
の
理
想
と
し
て
い
た
も
の
と
は
異
な
っ

た
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
水
野
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
客
観
的
状
勢
と
し
て
、
一
九
三
八
（
昭
和

十
三
）
年
全
国
高
等
女
学
校
長
会
議
の
議
場
を
席
捲
し
た
の
は

文
相
荒
木
の
訓
示
で
あ
り
、
そ
こ
に
顕
現
さ
れ
て
い
た
の
は
日

本
婦
道
に
貫
か
れ
た
復
古
的
と
も
言
う
べ
き
女
子
教
育
観
で

あ
っ
た
。
こ
の
頃
よ
り
、
参
加
し
た
高
等
女
学
校
長
の
間
か
ら

も
「
従
来
の
教
育
は
知
育
偏
重
で
あ
る
」
と
学
力
重
視
の
女
子

高
等
普
通
教
育
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
声
が
大
勢
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
同
年
の
会
議
に
お
い
て
は
、早
く
も「
集

団
勤
労
作
業
」
の
制
度
化
が
重
要
課
題
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
翌
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
の
全
国
高
等

女
学
校
長
会
議
に
お
い
て
は
、
教
育
審
議
会
の
女
子
中
学
校
案

に
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
高
等
女
学
校
長
さ
え
も
立
ち
現
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
こ
か
ら
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
以
降
の
女
子
教
育
が
、

従
来
の
「
良
妻
賢
母
」
像
へ
と
回
帰
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。
す

な
わ
ち
こ
の
時
期
か
ら
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
高
等
女

学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
際
に
樺
山
資
紀
が
提
唱
し
た
「
優
美
高
尚
」

や
「
温
良
貞
淑
」
な
「
良
妻
賢
母
」
に
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年

の
高
等
女
学
校
令
の
改
正
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
「
婦
徳
」
を

兼
ね
備
え
た
「
良
妻
賢
母
」
の
育
成
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
書
か
れ
た
の
が
、
川
端
康

成
『
花
日
記
』
な
の
で
あ
る
。

四
　『
花
日
記
』
の
中
心
人
物
「
な
ほ
み
」

　

次
に
、『
花
日
記
』
の
中
心
人
物
「
な
ほ
み
」
の
性
格
に
つ
い
て

四
つ
の
特
徴
に
分
け
て
分
析
す
る
。
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（
一
）「
気
の
勝
つ
た
、
理
性
的
な
」
性
格

　
「
な
ほ
み
」
の
性
格
に
つ
い
て
、
作
中
で
は
「
気
の
勝
つ
た
、
理

性
的
な
性
質
」（「
花
日
記
」「
一
姉
嫁
ぐ
」、
一
九
九
頁
）
と
さ
れ
て

い
る
。「
気
の
勝
つ
た
、
理
性
的
な
」
様
子
に
つ
い
て
は
、「
な
ほ
み
」

が
同
級
生
か
ら
受
け
た
「
嫌
が
ら
せ
」
の
事
実
を
、友
人
の
「
清
子
」

に
打
ち
明
け
る
次
の
場
面
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
あ
た
し
ね
、
い
つ
か
も
話
し
た
で
せ
う
。
足
の
わ
る
い
、
気

の
毒
な
綾
子
さ
ん
の
こ
と
…
…
。
あ
の
ひ
と
を
一
度
、
送
つ
て

行
つ
た
の
よ
。
そ
し
た
ら
、
早
速
そ
の
翌
る
日
、
回
り
道
す
る

な
と
か
、
親
し
さ
を
押
し
付
け
る
な
と
か
、
い
や
な
文
句
の
手

紙
が
、
お
机
に
入
れ
て
あ
る
の
よ
。」

「
署
名
し
て
な
い
の
？
」

「
勿
論
よ
。」

と
、
な
ほ
み
は
顔
を
真
直
ぐ
上
げ
て
、

「
あ
た
し
、
ち
つ
と
も
自
分
の
し
た
こ
と
を
、
汚
い
と
は
思
は

な
い
の
。
だ
か
ら
平
気
だ
け
れ
ど
、
さ
う
い
ふ
こ
と
し
て
、
あ

た
し
を
嫌
が
ら
せ
て
、
喜
ん
で
る
ひ
と
が
ゐ
る
だ
ら
う
と
思
ふ

と
く
や
し
い
の
。
な
ん
の
た
め
に
、
そ
ん
な
こ
と
す
る
の
？
」

（「
花
日
記
」「
六
唱
歌
会
」、
二
七
八
頁
）

　

こ
の
後
清
子
は
、「
嫌
が
ら
せ
」
の
犯
人
が
「
な
ほ
み
」
の
後
に
「
綾

子
」
と
友
達
に
な
る
こ
と
を
悔
し
が
り
、「
な
ほ
み
」
に
あ
た
る
こ

と
で
恨
み
を
晴
ら
し
て
い
る
の
だ
と
助
言
す
る
。
こ
の
清
子
の
助
言

の
後
、「
な
ほ
み
」
は
「
清
子
」
と
次
の
よ
う
な
会
話
を
す
る
。

「
さ
う
？　

な
ん
て
可
哀
想
な
ひ
と
で
せ
う
ね
。
も
つ
と
正
々

堂
々
と
、
ぶ
つ
か
つ
て
来
れ
ば
い
い
の
に
。
き
つ
と
、
気
が
弱

い
の
ね
。」

「
さ
う
よ
、
さ
う
だ
わ
。
だ
か
ら
、
な
ほ
み
さ
ん
、
ク
ラ
ス
中

を
敵
と
思
つ
た
り
し
な
い
で
、
む
し
ろ
、
そ
の
ひ
と
に
同
情
す

べ
き
よ
。
─
な
ほ
み
さ
ん
の
勝
ち
な
ん
だ
も
の
。
か
う
し
て
、

え
ら
さ
う
な
こ
と
が
言
へ
る
の
は
、
し
あ
は
せ
よ
。」

「
し
あ
は
せ
に
は
、
争
ひ
や
戦
ひ
が
つ
き
も
の
ね
。」

「
さ
う
よ
。
眠
つ
て
る
間
に
、
し
あ
は
せ
が
授
か
つ
て
る
な
ん

て
こ
と
は
、
ま
あ
な
い
わ
ね
。」

「
そ
れ
な
ら
、
そ
れ
で
い
い
わ
。」

（「
花
日
記
」「
六
唱
歌
会
」、
二
七
九
頁
）

　

こ
の
場
面
か
ら
は
「
な
ほ
み
」
の
気
の
強
さ
、
そ
し
て
「
綾
子
」

と
の
友
情
を
守
る
た
め
戦
い
を
決
意
す
る
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が

出
来
る
。
ま
た
、「
な
ほ
み
」
は
「
嫌
が
ら
せ
」
の
動
機
に
つ
い
て

理
解
で
き
な
い
こ
と
を
「
清
子
」
に
主
張
し
、
怒
り
に
身
を
任
せ
る
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の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
冷
静
に
物
事
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
場
面
は
、「
嫌
が
ら
せ
」
の
犯
人
の

気
の
弱
さ
と
「
な
ほ
み
」
の
気
の
強
さ
が
見
事
に
対
比
し
強
調
さ
れ

て
い
な
が
ら
、「
な
ほ
み
」
の
「
理
性
的
」
な
性
格
が
窺
え
る
場
面

な
の
で
あ
る
。

（
二
）
自
由
な
言
動

　
「
気
の
勝
つ
た
、
理
性
的
な
性
質
」
以
外
に
、「
な
ほ
み
」
の
性
格

は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
論
者
が
注
目
す
べ
き

だ
と
考
え
た
点
は
、「
な
ほ
み
」
の
自
由
な
言
動
で
あ
る
。
次
に
引

用
す
る
「
な
ほ
み
」
と
父
親
の
会
話
か
ら
そ
の
様
子
が
見
て
と
れ
る
。

以
下
、「
な
ほ
み
」
が
父
親
に
「
英
子
」
の
「
里
帰
り
」
を
提
案
す

る
場
面
で
あ
る
。

「
ね
え
、
お
父
さ
ま
、
松
や
の
藪
入
み
た
い
に
、
お
嫁
さ
ん
の

藪
入
り
も
あ
る
と
い
い
わ
ね
。」

「
お
里
帰
り
か
い
。」

「
え
え
、
泊
り
が
け
で

─
。」

「
そ
ん
な
こ
と
だ
め
だ
よ
。
お
嫁
さ
ん
と
い
ふ
も
の
は
、
女
中

と
ち
が
つ
て
、
も
う
向
う
の
家
の
人
に
な
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
な

の
だ
か
ら
、
お
嫁
に
行
つ
た
家
以
外
に
、
家
は
な
い
わ
け
だ
。

そ
れ
な
の
に
、
そ
の
大
事
な
家
を
あ
け
て
、
泊
り
に
な
ん
か
、

な
か
な
か
来
ら
れ
は
し
な
い
な
。
向
う
の
家
の
仏
さ
ま
を
、
お

迎
へ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
ね
。」

「
あ
ら
ア
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
わ
。
自
分
の
生
れ
た
家
へ
来
る

の
で
す
も
の
。
自
分
を
産
ん
で
下
さ
つ
た
お
母
さ
ま
が
、
帰
つ

て
ら
つ
し
ゃ
る
と
い
ふ
ん
で
す
も
の
。」

「
さ
う
か
。
ぢ
や
あ
、ひ
と
つ
兄
さ
ん
を
承
知
さ
せ
る
ん
だ
な
。」

「
え
え
。
あ
た
し
、
名
文
を
振
ふ
わ
。」

（「
花
日
記
」「
六
唱
歌
会
」、
二
八
八
頁
）

　

こ
の
会
話
の
後
、「
な
ほ
み
」
は
「
英
子
」
に
長
文
の
手
紙
を
送
り
、

義
理
の
兄
を
説
得
し
て
姉
の
「
里
帰
り
」
を
実
現
す
る
。
こ
れ
ま
で

の
し
き
た
り
か
ら
「
英
子
」
の
「
里
帰
り
」
を
禁
止
す
る
父
親
に
対

し
て
、「
な
ほ
み
」
は
姉
の
「
里
帰
り
」
の
正
当
性
を
突
き
付
け
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、「
な
ほ
み
」
が
古
い
し
き
た
り
に
縛
ら
れ
な

い
自
由
な
発
想
を
持
ち
合
わ
せ
、
主
張
す
る
少
女
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
三
）
対
等
な
関
係
の
創
造

　

自
由
な
言
動
を
取
る
一
方
で
、「
な
ほ
み
」
は
家
族
や
友
人
と
接

す
る
時
に
対
等
な
関
係
の
構
築
を
図
ろ
う
と
す
る
。
先
ほ
ど
引
用
し

た「
な
ほ
み
」と
父
親
の
会
話
の
様
子
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
な

ほ
み
」
と
父
親
の
関
係
は
口
答
え
の
許
さ
れ
な
い
上
下
関
係
と
は
明
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ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。「
な
ほ
み
」
の
父
親
は
「
な
ほ
み
」
の
自

由
な
発
言
を
否
定
せ
ず
容
認
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
な

ほ
み
」
は
父
親
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
率
直
に
伝
え
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。「
な
ほ
み
」
と
「
な
ほ
み
」
の
父
親
の
間
に
は
、
父
親

に
よ
る
抑
圧
が
ま
る
で
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

二
人
の
関
係
が
対
等
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
で
生
活
す
る
「
な
ほ
み
」
は
、
友
人
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
る
の
か
。「
な
ほ
み
」
は
「
綾
子
」
に

向
け
て
書
い
た
手
紙
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

　

綾
子
さ
ん
が
も
し
も
、
御
自
分
の
お
体
の
こ
と
で
、
気
を
弱

く
な
さ
つ
た
り
す
る
や
う
で
し
た
ら
、
そ
れ
は
み
ん
な
、
あ
な

た
の
お
考
へ
ち
が
ひ
よ
。
あ
な
た
は
、
今
の
ま
ま
で
、
決
し
て

恥
し
く
は
な
い
の
よ
。
ど
う
ぞ
そ
ん
な
こ
と
で
、
お
友
達
を
作

ら
う
と
な
さ
ら
な
か
つ
た
り
し
な
い
や
う
に
。

　

そ
し
て
、
い
つ
も
明
る
く
威
張
つ
て
ゐ
て
い
い
の
よ
。

　

そ
し
て
、
も
し
さ
う
い
ふ
悲
し
い
気
持
に
な
つ
た
ら
、
ど
う

ぞ
、
イ
の
一
番
に
、
あ
た
し
を
選
ん
で
下
さ
い
ね
。
あ
た
し
は

も
う
、
あ
な
た
の
こ
の
上
な
い
お
友
達
の
つ
も
り
で
ゐ
る
の
で

す
け
れ
ど
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
認
め
て
下
さ
る
？

　

あ
た
し
は
、
た
だ
、
あ
な
た
を
も
つ
と
深
く
知
り
た
い
の
よ
。

そ
し
て
、
あ
た
し
も
知
つ
て
い
た
だ
き
た
い
の
。

　

そ
し
て
こ
の
気
持
は
、ち
つ
と
も
あ
な
た
の
御
様
子
な
ど
に
、

関
係
し
て
ゐ
ま
せ
ん
わ
。

　

あ
な
た
が
今
の
ま
ま
で
、
御
自
分
を
も
つ
と
大
事
に
し
て
、

強
く
な
つ
て
下
さ
つ
た
ら
、
ど
ん
な
に
美
し
い
で
せ
う
。
あ
た

し
に
出
来
る
な
ら
、
い
く
ら
で
も
、
あ
な
た
の
お
手
伝
ひ
を
し

ま
し
て
よ
。

　

ね
、
綾
子
さ
ん
の
明
る
い
日
々
を
築
く
た
め
に
、
あ
た
し
を

役
立
て
て
い
た
だ
け
な
く
つ
て
？

　

で
は
、
こ
ち
ら
を
向
い
て
頂
戴
！

　
　

綾
子
さ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ほ
み

（「
花
日
記
」「
四
う
し
ろ
す
が
た
」、
二
四
五
～
二
四
六
頁
）

　

こ
の
手
紙
の
内
容
か
ら
は
、「
綾
子
」
と
は
障
害
な
ど
関
係
な
く
、

対
等
な
友
達
に
な
り
た
い
と
い
う
「
な
ほ
み
」
の
気
持
ち
が
窺
え
る
。

「
綾
子
」
は
、
足
の
障
害
を
引
け
目
に
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
「
決
し
て
恥
し
」
い
こ
と
で
は
な
く
、
障
害
を
理
由
に
し
て
友

達
を
作
ろ
う
と
し
な
い
の
は
「
考
え
ち
が
ひ
」
で
あ
る
と
い
う
の
が

「
な
ほ
み
」
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
を
「
な
ほ
み
」
が

す
る
の
は
、「
な
ほ
み
」
に
と
っ
て
障
害
の
有
無
が
、
対
等
な
人
間

関
係
の
構
築
を
遮
る
要
素
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
な
ほ
み
」が
家
族
だ
け
で
な
く
、障
害
を
持
っ

た
友
人
に
対
し
て
も
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
価
値
観
を
持
っ
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た
少
女
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
四
）「
嘘
の
」
姉
妹
と
「
ほ
ん
た
う
の
」
姉
妹

　

こ
こ
で
は
、「
な
ほ
み
」
が
「
嘘
の
」
姉
妹
関
係
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
考
察
す
る
た
め
、
次
の
発
言
を
見
て
い
き
た
い
。

　
「
英
子
姉
さ
ま
は
、
早
く
か
ら
あ
た
し
の
お
母
さ
ま
代
り
に

な
つ
て
、
そ
り
や
あ
た
し
を
可
愛
が
つ
て
下
さ
つ
た
の
。
さ
う

し
て
、
い
つ
も
あ
た
し
を
庇
ふ
立
場
に
な
つ
て
、
御
自
分
の
こ

と
な
ん
か
忘
れ
る
く
ら
ゐ
だ
つ
た
の
。
で
も
、
少
女
の
頃
の
お

姉
さ
ま
に
は
、
さ
う
い
ふ
お
母
さ
ま
じ
み
た
暮
し
が
、
さ
み
し

い
時
も
随
分
あ
つ
た
ん
で
せ
う
。

─
自
分
に
も
、
お
姉
さ
ま

が
欲
し
い
と
思
ふ
や
う
に
な
つ
た
ん
で
せ
う
。
さ
う
し
て
、
い

つ
の
間
に
か
、
英
子
姉
さ
ま
の
あ
こ
が
れ
る
や
う
な
お
姉
さ
ま

が
、
学
校
の
な
か
に
い
ら
し
た
の
よ
。
つ
ま
り
、
嘘
の
お
姉
さ

ま
な
ん
だ
け
れ
ど
、
ほ
ん
た
う
は
嘘
ぢ
や
な
い
の
よ
。
分
る
か

し
ら
、
こ
ん
な
お
話
。」

（「
花
日
記
」「
七
夏
の
海
」、
二
九
五
～
二
九
六
頁
）

　

こ
の
「
な
ほ
み
」
の
発
言
は
、「
二　

先
行
研
究
」
で
紹
介
し
た

大
森
の
主
張
、す
な
わ
ち
「
な
ほ
み
」
が
「
醒
め
た
認
識
を
持
っ
て
」

「
嘘
の
」「『
姉
妹
ご
っ
こ
』」
を
し
て
い
る
と
い
う
考
え
を
覆
す
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
嘘
の
」
姉
妹
、
血
の
つ
な
が
り
の
な
い
虚

構
の
姉
妹
に
つ
い
て
「
な
ほ
み
」
が
「
醒
め
た
認
識
」
を
持
っ
て
い

た
と
は
到
底
感
じ
得
な
い
。
む
し
ろ
、「
な
ほ
み
」
に
と
っ
て
「
嘘
の
」

と
い
う
言
葉
は
血
縁
関
係
の
な
い
と
い
う
意
味
を
表
す
表
現
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。「
な
ほ
み
」
は
「
綾
子
」
の
こ
と
を
家
族
と
同
じ

位
大
切
に
考
え
て
い
る
と
捉
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
「
な
ほ
み
」
の
性
格
や
考
え
を
総
合
す
る

と
、「
な
ほ
み
」
は
気
が
強
い
性
格
で
、
そ
の
上
自
由
な
発
想
を
持
っ

て
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
家
族
や
友
人
と
対
等
な

関
係
を
築
こ
う
と
し
、「
嘘
の
」
姉
妹
を
家
族
の
よ
う
に
大
切
に
思
っ

て
い
る
、
そ
ん
な
少
女
だ
と
言
え
る
。

五
　
新
「
良
妻
賢
母
」
像
を
体
現
す
る
「
な
ほ
み
」

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
な
ほ
み
」
の
性
格
と
当
時
の
女
子
教
育
で

求
め
ら
れ
て
い
た
「
良
妻
賢
母
」
像
を
比
較
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

「
な
ほ
み
」
の
言
動
か
ら
は
、
樺
山
資
紀
が
「
良
妻
賢
母
」
の
条
件

と
し
て
提
唱
し
た
「
優
美
高
尚
」
や
「
温
良
貞
淑
」
の
言
葉
か
ら
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
上
品
さ
や
穏
や
か
さ
よ
り
も
、
活
発
さ
や
自
由
奔
放

な
イ
メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ
る
。
加
え
て
、
小
山
静
子
が
示
し
た
「
婦
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徳
」
の
条
件
で
あ
る
「
従
順
」
な
様
子
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
こ
か
ら
、「
な
ほ
み
」が
当
時
の
女
子
教
育
で
求
め
ら
れ
て
い
た「
良

妻
賢
母
」
像
と
は
異
な
る
少
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

た
だ
、「
な
ほ
み
」
は
女
子
教
育
が
求
め
て
い
た
「
良
妻
賢
母
」

像
と
は
た
し
か
に
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
完
全
に

「
良
妻
賢
母
」
像
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ

な
い
。「
な
ほ
み
」
は
、「
良
妻
賢
母
」
の
育
成
を
図
る
と
い
う
目
的

を
持
っ
た
官
立
女
学
校
に
通
い
、「
良
妻
賢
母
」
に
な
る
た
め
の
教

育
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
完
全
に
「
良
妻
賢
母
」
と
い
う
枠

組
み
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

「
な
ほ
み
」
が
「
良
妻
賢
母
」
に
な
る
た
め
の
教
育
を
施
さ
れ
な
が

ら
も
、
そ
の
「
素
養
」
は
女
子
教
育
が
求
め
る
も
の
と
は
異
な
っ
て

い
る
と
い
う
矛
盾
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
な
ほ
み
」
の
姿
に
は
、
市
川
源
三
が
著
書
『
現
代

女
性
読
本
』
の
中
で
提
唱
し
た
「
新
良
妻
賢
母
主
義
」
を
彷
彿
と
さ

せ
る
も
の
を
感
じ
る
。
単
に
夫
に
従
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
見

を
持
っ
て
夫
と
対
等
に
渡
り
合
う
た
め
に
は
、「
な
ほ
み
」
の
よ
う

な
意
識
や
姿
勢
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
な
ほ
み
」

は
市
川
の
提
唱
す
る
「
新
良
妻
賢
母
主
義
」
へ
と
近
づ
く
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、「
な
ほ
み
」
の
言
動
に
は
、
女
学
生
と
い
う
立
場
を
超

え
た
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
意
思
や
考
え
の
強
さ
が
伺
え
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
年
齢
や
性
別
、
血
縁
関
係
を
超
え
て
他
者
に
意
見
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
な
ほ
み
」
は
、「
良

妻
賢
母
」
に
な
る
た
め
の
教
育
機
関
に
通
い
な
が
ら
も
、
そ
の
中
で

自
分
の
意
思
や
価
値
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
物
事
を
判
断
し
、
行
動

す
る
。
こ
の
「
な
ほ
み
」
の
姿
に
、
夫
に
従
順
な
妻
と
い
う
意
味
の

「
良
妻
」
の
姿
や
、
家
族
の
た
め
だ
け
に
生
き
る
「
賢
母
」
の
姿
は

想
像
し
が
た
い
。

　
「
な
ほ
み
」
と
い
う
少
女
の
最
も
注
目
す
べ
き
特
徴
は
、
自
分
の

意
思
で
自
由
に
物
事
を
選
択
し
て
い
く
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、「
な
ほ
み
」
の
未
来
は
、
彼
女
自
身
が
選
び
取
っ
た
選
択
に
よ
っ

て
創
造
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
な
ほ
み
」
は
他

者
に
押
し
付
け
ら
れ
た「
良
妻
賢
母
」像
で
は
な
い「
良
妻
賢
母
」像
、

自
己
の
意
思
に
よ
っ
て
創
造
す
る
新
た
な
「
良
妻
賢
母
」
像
を
生
き

て
い
く
の
で
あ
る
。『
花
日
記
』の
中
心
人
物
で
あ
る「
な
ほ
み
」は
、

少
女
が
自
分
の
意
思
に
よ
っ
て
新
し
い
「
良
妻
賢
母
」
像
を
実
現
し

て
い
く
姿
を
描
い
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
花
日
記
』
の
中
心
人
物
で
あ
る
「
な
ほ
み
」
に
つ

い
て
、
女
子
教
育
論
で
語
ら
れ
る
「
良
妻
賢
母
」
像
と
比
較
し
な
が
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ら
考
察
を
図
っ
て
き
た
。
女
子
教
育
改
革
運
動
の
隆
盛
と
退
潮
、
そ

し
て
従
来
の「
良
妻
賢
母
」像
の
復
興
と
い
っ
た
激
動
の
時
代
に
、『
花

日
記
』
の
「
な
ほ
み
」
が
登
場
す
る
。「
気
が
勝
つ
」
て
「
理
性
的
」、

自
由
に
発
言
し
他
者
と
の
対
等
な
関
係
を
望
む
新
し
い「
良
妻
賢
母
」

像
を
体
現
す
る
「
な
ほ
み
」
は
、女
学
生
と
い
う
立
場
で
は
あ
る
が
、

「
優
美
高
尚
ノ
気
風
」、「
温
良
貞
淑
ノ
資
性
」、
そ
し
て
「
従
順
さ
な

ど
の
婦
徳
」
を
兼
ね
備
え
た
「
良
妻
賢
母
」
像
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
生

き
る
姿
を
提
案
し
て
い
る
と
い
う
点
で
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
「
な
ほ
み
」
の
よ
う
な
少
女
像
は
、
川
端
康
成
の
他
の
作
品
と
比

べ
る
と
ど
う
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
か
。言
う
ま
で
も
な
く
、

『
花
日
記
』
は
中
里
恒
子
と
の
「
共
同
執
筆
」
で
あ
る
と
い
う
先
行

研
究
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
が
川
端
の
意
思
に
よ
っ
て
の

み
書
か
れ
た
作
品
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
改
め
て
川
端
の
描
く

少
女
像
や
女
性
像
を
捉
え
直
す
時
に
、
今
回
の
考
察
が
有
効
な
手
掛

か
り
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
点
も
含
め
て
、
今
後
の
研

究
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
川
端
康
成
「
解
題
」「
花
日
記
」（『
川
端
康
成
全
集　

第
二
十
巻
』、

新
潮
社
、
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
日
、
七
三
七
頁
下
段
）

（
２
）
川
端
康
成
「
四　

昭
和
十
三
年
九
月
十
七
日
付　

逗
子
桜
山
仲
町

よ
り
信
州
軽
井
沢
一
三
〇
七
川
端
康
成
・
秀
子
あ
て
」（『
川
端
康

成
全
集　

補
巻
二
』、
新
潮
社
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
日
、

二
九
五
頁
上
段
）

（
３
）
川
端
「
一
一　

昭
和
十
三
年
九
月
二
十
五
日
付　

軽
井
沢

一
三
〇
七
よ
り
神
奈
川
県
逗
子
町
桜
山
仲
町
あ
て
（
速
達
）」（
前

掲
書
、
三
〇
三
頁
下
段
）

（
４
）
孫
昊
・
金
明
哲
「
川
端
康
成
の
小
説
『
花
日
記
』
の
代
筆
疑
惑
検

証Ghostw
riter V

erification of Y
asunari K

aw
abata’s 

N
ovel H

ananikki

」（
情
報
知
識
学
会
誌
28
巻
１
号
、
二
〇
一
八

年
二
月
二
十
七
日
、
三
頁
）

（
５
）
孫
・
金
、
前
掲
論
文
（
十
二
頁
）

（
６
）
大
森
郁
之
助
「
増
補　

小
説
の
な
か
の
〔
エ
ス
〕
の
世
界
」（
札
幌

大
学
文
化
学
部
紀
要
比
較
文
化
論
叢
７
、二
〇
〇
一
年
三
月
三
十
一

日
、
三
八
頁
）

（
７
）
大
森
、
前
掲
論
文
（
四
一
頁
）

（
８
）
大
森
、
前
掲
論
文
（
四
二
頁
）

（
９
）今
田
絵
里
香「
少
女
雑
誌
に
み
る
近
代
少
女
像
の
変
遷
：『
少
女
の
友
』

分
析
か
ら
」（
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
紀
要
第
82
号
、

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
一
四
二
頁
）

（
10
）
今
田
、
前
掲
論
文
（
一
四
三
頁
）

（
11
）
今
田
、
前
掲
論
文
（
一
二
九
頁
）

（
12
）
今
田
「〈
資
料
〉『
少
女
の
友
』
掲
載
小
説
分
類
表
」（
前
掲
論
文
、

一
六
二
頁
）

（
13
）
今
田
、
前
掲
論
文
（
一
四
四
頁
）

（
14
）
文
部
科
学
省　
「
学
制
百
年
史　

資
料
編
」　
「
二　

高
等
女
学
校
令

の
制
定
」

〈https://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/
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others/detail/1317627.htm

〉、
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
日
参
照

（
15
）
文
部
科
学
省　
「
学
制
百
年
史　

資
料
編
」　
「
高
等
女
学
校
令
中
改

正
（
大
正
九
年
七
月
六
日
勅
令
第
百
九
十
九
号
）」

〈https://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/
others/detail/1318042.htm

〉、
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
日
参
照

（
16
）
水
野
真
知
子
『
高
等
女
学
校
の
研
究
（
上
）

─
女
子
教
育
改
革

史
の
視
座
か
ら

─
』（
財
団
法
人
野
間
教
育
研
究
所
、
野
間
教
育

研
究
所
紀
要
第
48
集
、
二
〇
〇
九
年
十
月
三
十
日
、
二
七
八
～

二
七
九
頁
）

（
17
）
小
山
静
子
『
良
妻
賢
母
と
い
う
規
範
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
一
年

十
月
十
五
日
、
二
三
五
頁
）

（
18
）
水
野
真
知
子
『
高
等
女
学
校
の
研
究
（
下
）

─
女
子
教
育
改
革

史
の
視
座
か
ら

─
』（
財
団
法
人
野
間
教
育
研
究
所
、
野
間
教
育

研
究
所
紀
要
第
48
集
、
二
〇
〇
九
年
十
月
三
十
日
）

（
19
）
水
野
、
前
掲
書
（
七
二
八
～
七
二
九
頁
）

（
20
）
水
野
、
前
掲
書
（
三
一
九
頁
）

（
21
）
市
川
源
三
『
現
代
女
性
読
本
』（
明
治
図
書
、昭
和
九
年
二
月
十
八
日
、

一
五
四
～
一
五
七
頁
）

（
22
）
市
川
、
前
掲
書
（
一
五
八
頁
）

（
23
）
市
川
、
前
掲
書
（
一
五
九
頁
）

（
24
）
東
京
都　
「
東
京
都
年
表
」

〈https://w
w

w
.m

etro.tokyo.lg.jp/tosei/tokyoto/profile/
gaiyo/nenpyo.htm

l

〉
二
〇
二
一
年
十
二
月
三
十
一
日
参
照

（
25
）
水
野
、
前
掲
書
（
三
三
一
～
三
三
二
頁
）

（
26
）
水
野
、
前
掲
書
（
七
三
九
頁
）

（
27
）
水
野
、
前
掲
書
（
七
四
〇
頁
）

参
考
文
献

・
遠
藤
寛
子
（
二
〇
〇
四
年
一
月
十
五
日
）　
『『
少
女
の
友
』
と
そ
の
時
代

─
編
集
者
の
勇
気　

内
山
基
』　

本
の
泉
社

・
川
端
康
成
（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
日
）　
『
川
端
康
成
全
集　

第

二
十
巻
』　

新
潮
社

・
深
谷
昌
志
（
一
九
九
八
年
三
月
一
日
）　
『
良
妻
賢
母
主
義
の
教
育
』　

黎

明
書
房

付
記

　

本
稿
に
お
け
る
『
花
日
記
』
の
引
用
は
す
べ
て
、
昭
和
五
十
六
年
十
二

月
二
十
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
川
端
康
成
全
集　

第
二
十
巻
』
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　

ま
た
、
今
田
絵
里
香
及
び
孫
昊
・
金
明
哲
の
論
文
に
あ
る
「
，」
は
、

原
文
の
ま
ま
引
用
し
た
。
加
え
て
、
本
稿
で
は
良
妻
賢
母
と
い
う
言
葉
を

強
調
す
る
た
め
、「
」
を
つ
け
て
表
記
し
て
い
る
。

（
い
と
う
・
ひ
か
る
、
創
価
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

人
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
）


